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部課室名 
県土整備部土木局 

道路建設課 

記入責任者職氏名

（担当者氏名） 

道路建設課長 安倍 茂 

（副課長兼国道係長 丸岡 剛） 
内線 

４３６２ 

(４３７４)
 

事 業 名 事 業 区 間 
総事業費 ２４５億円

事業種目 道 路 道路改築事業 

国道１７８号(仮称)浜坂道路 
美方郡香美町余部

あまるべ

 
～美方郡新温泉町戸田

へ だ

 内用地補償費   ５億円

所   在   地 
事業採択 
予定年度 

着工予定 
年  度 

完成予定 

年  度 

美方郡香美町余部
あまるべ

～美方郡新温泉町戸田
へ だ

 平成20年度 平成20年度 平成27年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 等 

・高速道六基幹軸の日本海沿岸軸を構成し、さらには、環

日本海交流を支える鳥取豊岡宮津自動車道の一部区間

として広域高速道路ネットワークを形成する。 

・人口減少時代のなかで、高速交通の空白地帯である日本

海沿岸地域において、隣接生活圏への移動時間を短縮す

ることにより、交流の促進、産業の活性化、観光の振興等、

地域の自立的、主体的な活動を支援する。 

・幅員狭小トンネル、ヘアピンカーブ、急勾配区間等を有す

る現道の悪条件を解消するとともに、高次救急医療施設へ

のアクセス性向上により地域の安心・安全の向上を図る。 

道道路改築（バイパス） L=約９km 
【道 路 規 格】第１種第３級 
【計 画 幅 員】7.0(12.5)m（代表断面） 
【計画交通量】 7,300台/日 
【現 況 幅 員】W=6.0(7.5)m（２車線） 
【現況交通量】4,400～8,800台（H17ｾﾝｻｽ） 
【負 担 割 合】国:5.5/10 ,県:4.5/10 
 
  

評価視点 評価結果の説明 

(1)必要性 

○安全・安心を

確保する道づ

くり 

 

・本道路の現道では、大型車離合困難（桃観トンネル）、半径１５ｍの線形不良区間、約９％の

急勾配等、常時、積雪時における課題を有しており、本道路の整備により、円滑かつ安全な車

両通行の確保を図る。なお、本道路は自動車専用道路であり、高速走行に応じた規格の平面・

縦断曲線、幅員構成とするとともに、車道中央部に50cmの中央帯を設けラバーコーンを設置
する等、交通安全に最大限配慮する。 
・国道178号は、第一次緊急輸送道路の指定を受けているが、本道路の現道では、土砂崩壊、冠
水等により交通が遮断されており、本道路の整備により、災害に強い道路ネットワークの形成

を図る。 
・新温泉町、香美町では高齢化率が約３０％を超えるにもかかわらず３次救急医療施設がないた

め、本道路の整備により当該医療施設のある鳥取市、豊岡市への円滑な移動経路の確保を図る。 
○くらしと交流を

支える道づくり 
 

・松葉ガニや但馬牛などの地域特産品やブランド産品の神戸・大阪市場、鳥取市場への販売力、

輸送力強化を図り、地域経済活動を支援する。 
・阪神間等の大都市圏からのアクセス性向上につながり、温泉、海水浴、スキーなどを活かした

地域の観光振興を支援する。 
○県土の活用を進

める道づくり 
・高速道六基幹軸の日本海沿岸軸を構成する鳥取豊岡宮津自動車道の一部区間として、当該

区間を香住道路、余部道路、居組道路に引き続き着手することにより、着実に県土の骨格

を形成する。 

(2)有効性・効率性 

 

・費用便益比 1.9  

・住民の参画と協働を得て、ルート等について検討をすすめている。 
(3)環境適合性 ・鳥取豊岡宮津自動車道は、動物が道路を安全に横断するための地下通路を整備する等、生

態系等に配慮した整備を進めている。 

 浜坂道路整備にあたっても、環境現況調査等を実施し、環境に配慮した整備を行う。 

(4)優先性 ・高速道路網は、連続してその効果が最大限発揮されるものであり、地域間の格差是正や交

流促進に向け、香住道路、余部道路、東浜居組道路に引き続く本道路の事業着手は優先性

が高い。 

・鳥取豊岡宮津自動車道は、現道条件の悪い区間より事業着手しているところであり、当該

区間は幅員狭小トンネル、ヘアピンカーブ、急勾配区間等を有していることから、未着手

区間の中で最も優先性が高い。 

 



鳥取豊岡宮津自動車道の整備状況

【浜坂道路】

H22年度
供用予定

H20年度
供用予定

L=約9km

供用区間

整備区間

調査区間

凡 例

未指定区間



浜 坂 道 路 位 置 図

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

香住ＩＣ
佐津ＩＣ

余部ＩＣ

居組ＩＣ 浜坂ＩＣ

竹野ＩＣ

豊岡JCT・IC

豊岡・城崎IC

東浜居組道路
整備中1.9km

浜坂道路
今回評価対象 約9km

余部道路
整備中5.3km

香住道路
整備済6.2km

鳥取豊岡宮津自動車道 兵庫県内 Ｌ＝約４６km

国道178号

（鳥取豊岡宮津自動車道整備前）

鳥取県

新温泉町中心部

香美町中心部

香住漁港

城崎温泉街

湯村温泉街

国道９号

市立豊岡病院

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

至鳥取市街 至宮津

姫路・阪神方面へ

豊岡市中心部

国
道

17
8号

凡 例

事業中区間

調査区間

未指定区間

ＩＣ（未供用区間は仮称）

鳥取豊岡宮津自動車道

供用済区間

12.5

3.5
0.5

3.5
2.5 2.5

計画幅員（代表断面）



高 速 道 六 基 幹 軸



高速道六基幹軸の整備効果

主要都市間の時間短縮効果

注 平成１５年度末現在
北近畿豊岡自動車道（春日和田山道路）
鳥取豊岡宮津自動車道（香住道路）は未整備



R178現道経由

鳥取豊岡宮津道利用

50分の短縮
（約６分）

三次救急医療機関の圏域拡大

鳥取豊岡宮津自動車道の整備効果（１）

豊岡病院

新温泉町
中心地

物資輸送時間短縮による市場拡大

新温泉～大阪 輸送時間

輸送時間
150分

50分の短縮
（約６分）

整備前

整備後

R9、R482経由

（ ）は浜坂道路のみの時間短縮効果

整備前

整備後

両ルートとも80分

30分で到達

豊岡病院

新温泉町
中心地

輸送時間
200分



○航空路 羽田、伊丹、名古屋

ソウル へネットワーク

伊丹（2便/日）

名古屋（1便/日）

ソウル（4便/日）

羽田 （4便/日）

羽田（4便/日）
中国（1便/週）

韓国（1便/週）

中国（2便/週）

韓国（3便/週）

隠岐（2便/日）

別府（1便/日）

ロシア（１便/月）

小樽（１便/日）

１１０分約８０ｋｍ

鳥取豊岡宮津自動車道の整備効果（２）

鳥取砂丘
城崎温泉

天橋立

○観光地 鳥取砂丘（214万人）城崎（91万人）天橋立（266万人） 計571万人/年

沖縄県の観光客（564万人/年）、ソウルの外来観光客（615万人/年）に匹敵

○航路 中国（上海、青島、大連）韓国（釜山）

ロシア等へネットワーク
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県単改良
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鳥 取 豊 岡 宮 津 自 動 車 道 の 整 備 方 針

余部拡幅

H元～7整備済

穴見TN

～S63整備済

二日市工区

香住ＩＣ

佐津ＩＣ

余部ＩＣ

居組ＩＣ 県単改良
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通行規制区間

×× 防災点検要対策箇所

凡 例

国道178号（現道） 事業中区間

未改良（5.5m以下） 調査区間

未指定区間

ＩＣ

未改良（5.5ｍ以上）

東浜居組道路
整備中1.9km

諸寄ＢＰ等
整備済

浜坂道路区間
線形不良・踏切区間あり
今回評価対象 約9km

余部道路
整備中5.3km

香住道路
整備済6.2km

豊岡道路Ⅲ等
整備済

河梨峠改築等
整備済

現道未整備
北近畿豊岡自動車道の
整備に合わせた
整備検討

豊岡道路Ⅱ等
整備済

鳥取豊岡宮津自動車道 兵庫県内 Ｌ＝約４６km

⑧

⑨
⑦ 豊岡JCT・

IC
⑦
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××

現道概ね良好

諸寄BP改良状況Ａ

Ａ

豊岡道路Ⅱ改良状況Ｃ豊岡道路Ⅲ改良状況Ｂ 河梨峠改良状況Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｄ



③
余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

①

②
桃
観
トン
ネ
ル

至
香
住

至
浜
坂

至浜坂

至香住

線形不良区間 R15 （規格Ｒ100）

（桃観トンネル浜坂側出口付近）

幅員狭小区間 W=5.5(6.0)m （桃観トンネル）

（トンネル内大型車離合困難）

① ②

現況写真

（走行阻害要因）

桃観トンネル断面図



現況写真

（交通阻害要因）

線形不良区間 R30 （規格Ｒ100）

（桃観トンネル香住側出口付近）

線形不良区間 R40 （規格Ｒ100）

（福富橋取付）

③ ④

至浜坂

至香住

至
浜
坂

至香住

③
余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

桃
観
トン
ネ
ル

③

④



現況写真

（交通阻害要因）

⑤
⑥

至
浜
坂

至香
住

線形不良、踏切区間

（二日市踏切）

⑤ 線形不良区間 （Ｚ状のクランクとなっている）

（浜坂三角交差点）

至
浜
坂

至香住

⑥

③
余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

桃
観
トン
ネ
ル

⑤

⑥



被災状況写真

（H2.9.19台風19号）

至浜坂

至香住

国道178号 法面崩壊による通行止め

（新温泉町久谷）
⑧⑦ 国道178号 冠水直後

（新温泉町二日市）

余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

⑨ ⑦ ①

②桃観
トン
ネ
ル③

④⑤⑥
⑧

③
余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

⑦

桃
観
トン
ネ
ル

⑧

至香住



被災状況写真

H2.9.19台風19号に
よる路面冠水状況

至浜坂

至香住

久谷川

国道178号 路面冠水による通行止め（新温泉町久谷）⑨

冠水

③
余部ＩＣ

浜坂ＩＣ

⑨
桃
観
トン
ネ
ル



浜坂道路 標準断面図

土工部 トンネル部

橋梁部

一般部

ゆずり車線部

2.5 3.5 3.5 2.5

12.5

0.5

3.0 3.5 3.5

14.25

2.51.25 0.5

3.5 3.5

10.0

0.5 1.251.25

3.5 3.5

10.0

0.51.25 1.25

0.60.6



 

■新規事業 

 当初計画及び実施工程 

 

L=約9km

（13.6億円）

A=460,000㎡

N=2件

（4.9億円）

N=3箇所

L=3,740m

（132.3億円）

N=6橋

L=725m

（36.3億円）

L=約5km

（57.9億円）

平成26年度 平成27年度
工　　種

規　　模
（事業費）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

トンネル工事

橋梁工事

設計・調査

用地買収
・物件補償

道路改良工事

 

 

 
 

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料例 

便益（Ｂ）の項目 

 

事

業 
B（便益） 算出方法 

①走行時間短縮便益 

○目的地までにかかる時間 

が短くなることによる便益 

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用 

  走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益 

○交通の流れがスムーズに 

なり燃費などが向上するこ 

とによる便益 

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費 

  走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日 
道

路 

③交通事故減少便益 

○交通事故が減少すること

による便益 

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額 

  事故損失額：Σ〔交通量×距離×交差点以外の事故損失原単位 

        ＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕 

 
費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠     

B（便益） C（費用） 

総費用 事業費 維持管理費
事

業 
事業名 便益額 

(百万円) 
代表的な効果 

(百万円) (百万円) (百万円) 

B 

／

C 

①走行時間

短縮便益 
34,160

②走行経費

減少便益 
5,570

③交通事故

減少便益 
630

道 

路 

（国)１７８号 

鳥取豊岡宮津自

動車道 

(仮称)浜坂道路 

計 40,360

時間短縮： 

14 分→８分 

現況交通： 

4,400～8,800

台/日 

計画交通： 

7,300 台/日 

21,410 20,670 740 1.9

 


